
第５次犬山市総合計画は、計画期間12年の
中間地点を迎えました。計画が策定された時点
から現在までの間に、人口減少、高齢化など、
社会情勢の変化に伴う影響が、犬山市でも様々
な課題となって現れています。

しかしながら、
「社会が変化する時こそチャンス」

です。

ましてや、地域資源が豊富で地勢に恵まれた
犬山は、大きな可能性を秘めています。
このチャンスを活かすためにも、犬山の特徴を踏まえ、計画期間の後半では、
活躍の場づくり「学びと遊びのまちへ」、産業の活性化「商売繁盛のまちへ」、
定住促進「多様な暮らしができるまちへ」の３つに重点を置き、民

みん
がもっと

力を発揮できるよう「可能性の扉を開く」という視点で、総合計画の強化見
直しを行いました。
可能性の扉を開いたら、扉の先の景色を眺めて終わりではありません。そ
こに広がる世界へ足を踏み出し、夢や希望の実現に向かって、みんなで力を
合わせていくことが大事です。

平成29年３月　

ここに可能性の扉
トビラ
が開かれました。

そして前進へ！！

犬山市長　山田拓郎

「可能性のトビラを開く」
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